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国 民 年 金 保 険 料 は 口 座 振 替 で 納 め て い た だ く と お 得 で す
◆国民年金の保険料が変わります

平成17年3月まで13,300円（月額）

平成17年4月から13,580円（月額）

◆保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えます

平成17年度分の保険料を一括して納めていただくと、下

表のように割引額が増えて大変お得です。

口座振替での前納を希望される方は、3月25日までに社

会保険事務所へお申し込みください。

なお、既に口座振替で前納されている人は、自動的に割

引額が増えますので再度手続きされる必要はありません。

◆月々の口座振替に早割制度（当月保険料の当月末引落し）

ができました

通常の口座振替の場合（当月保険料の翌月末引落し）は、

保険料の割引はありませんが、口座振替を「早割」にして

いただくと毎月40円割引になります。早割制度を申し込ん

でいただくと、翌月末に2カ月分の保険料（通常の保険料と

40円割引された保険料）が引落しとなり、その後は毎月の

保険料が40円割引になります（下表参照）。この制度を利用

していただくと保険料が年間480円お得になります。

※問い合わせ先：

鳥取社会保険事務局倉吉事務所（026-5311/426-1742）

市市民課市民年金係（022-8155/422-2954）

※3月25日までに申し込みがあった場合

※口座振替日は5月2日です

1年分
通常の納付額

162,960円

納付書での前納
160,070円

割引額
2,890円
割引額
3,420円
割引額
660円
割引額
930円

口座振替での前納
159,540円
納付書での前納
80,820円

口座振替での前納
80,550円

通常の納付額

81,480円
半年分

平成17年度　前納割引額
通常

3月分納付

(13,300円)

3月分納付
(13,300円)
4月分納付
(13,540円)

5月分納付

(13,540円)

6月分納付

(13,540円)

7月分納付

(13,540円)

4月分納付

(13,580円)

5月分納付

(13,580円)

6月分納付

(13,580円)

早割制度

平成17年4月 5月 6月 7月

鳥取県警察の政策評価
＜政策評価の趣旨＞
県警察では、平成17年から、県警察が行っている仕事の

成果を評価し、その結果を県民の皆様に説明する取り組み
を試行的に始めました。
政策評価の目的は、次のとおりです。
○県民の皆様に対する説明責任の徹底を図ること。
○評価結果を今後の政策の企画立案と実施に反映し、警
察行政の効率化と県民の視点に立った成果重視の警察
行政を推進すること。

＜政策評価の仕組み＞
毎年、警察運営に係る重点目標を達成するために施策に

ついて、可能な限り数値目標を揚げた推進計画及び評価計
画を策定した上で、1年後にその達成度を評価して公表し、
評価結果及びお寄せいただいた県民の皆様の意見等を今後
の施策の企画立案に反映していきます。
●平成17年（初回）
初回でもある平成17年は、今年取り組む各重点目標の推

進計画及び評価計画の概要を「平成17年鳥取県警察重点目
標の推進・評価計画総括表」に取りまとめ、個別の重点目
標の推進計画及び評価計画については、現状の評価を加え
て「推進・評価計画表」に取りまとめ、県民の皆様に公表
しました。（「平成17年鳥取県警察重点目標の推進・評価計

画総括表」及び「推進・評価計画表」は県警察ホームペー
ジに掲載しているほか、各警察署、東・中・西部運転免許
センター、東・西部少年サポートセンターの各窓口、県庁
第一庁舎県民室に冊子として備え付けています。）
●平成18年以降
平成18年からは、1月にその年の「鳥取県警察重点目標の

推進・評価計画総括表」及び「推進・評価計画表」を、2月
に前年に実施した各重点目標推進施策の評価結果を取りま
とめた「政策評価報告書」を、それぞれ県民の皆様に公表
していくことを考えています。

※ご意見をお寄せください
実施政策や政策評価に関する皆様のご意見をお寄せくだ

さい。いただいた意見については、今後の施策展開の参考
として活用します。
～意見は郵送又はE-mailでお寄せください～
■郵送　〒680-8520 鳥取市東町1丁目271番地

鳥取県警察本部警務部警務課企画係あて
■E-mail keisatuuketuke＠pref.tottori.jp

計　画 政 策 評 価  
（報告書作成） 

政策見直し  
企画立案へ 
の反映 

実施 企画 
立案 

1年後 

県 民 皆 様 の 声  

警察のしごとの成果を評価し、

みなさんへ説明する取り組みをはじめました
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三
寒
四
温
の
表
現
ど
お
り
、
冷
え
込
み
の

厳
し
い
日
が
あ
り
ま
す
。
朝
夕
、
通
勤
の
車

が
無
事
、
職
場
に
家
路
に
た
ど
り
つ
い
て
ほ

し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

関
金
町
と
の
合
併
も
す
べ
て
の
協
議
を
終

え
、
二
十
二
日
の
誕
生
を
待
つ
ば
か
り
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
合
併
を
「
手
ご
ろ
感
が

あ
る
」
と
評
し
て
い
た
だ
く
人
が
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
人
に
よ
る
と
市
報
が
「
く
ら
し

よ
し
」
と
な
っ
て
い
る
と
解
説
く
だ
さ
い
ま

し
た
。そ
の
市
報
も
四
月
よ
り
、紙
面
に
広
告

を
載
せ
発
行
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
報
に
広
告
と
い
う
、慣
れ
な
い
う
ち
は
違

和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
不
安
を
残
し
な

が
ら
開
始
す
る
の
は
、
市
財
政
が
か
っ
て
な

く
苦
し
い
も
の
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

財
源
不
足
が
こ
こ
ま
で
に
な
る
と
、
ま
さ

に
財
政
危
機
状
況
で
す
。
市
の
収
入
は
市
税

が
平
成
九
年
を
ピ
ー
ク
に
三
億
円
余
り
減
収

に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
か
ら
の
臨

時
財
政
特
例
債
を
含
む
地
方
交
付
税
が
昨
年

の
地
方
財
政
シ
ョ
ッ
ク
に
引
き
続
き
、
二
年

間
で
十
億
近
い
減
に
な
っ
て
い
る
の
が
大
き

く
響
い
て
い
ま
す
。
こ
の
交
付
税
こ
そ
歳
出

の
見
込
み
額
と
税
収
の
差
額
を
補
て
ん
し
て

く
れ
た
も
の
が
、
今
や
必
要
な
額
が
保
証
さ

れ
な
い
時
代
に
入
っ
た
と
認
識
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
年
度
は
市
が
実
施
し
て
い

る
様
々
な
事
務
事
業
を
利
用
者
負
担
や
必
要

性
の
面
か
ら
見
直
し
し
、
継
続
、
あ
る
い
は

廃
止
、
ま
た
役
割
分
担
な
ど
の
方
向
性
の
決

定
を
行
う
第
一
歩
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
の
過
程
を
通
じ
て
、
自
分
の
ま
ち
に

前
以
上
の
愛
着
が
持
て
る
市
民
が
、
生
ま
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
や
そ
の
家
族
に
対
す
る
見
方
が

偏
っ
て
い
る
中
で
、「
同
じ
」
市
民
・
保
護

者
と
し
て
付
き
合
っ
て
い
こ
う
と
す
る
人

達
が
増
え
て
い
ま
す
。

部
落
解
放
研
究
市
女
性
集
会
で
、
一
昨

年
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
お
母
さ
ん
に
話

を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
お
母
さ

ん
達
に
出
会
わ
せ
て
く
れ
た
の
は
、
日
頃

か
ら
付
き
合
い
の
あ
る
日
本
人
の
お
母
さ

ん
達
で
し
た
。
そ
の
お
母
さ
ん
達
は
、
特

別
に
外
国
語
が
堪
能
な
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
身
振
り
手
振
り
を
交
え
な
が
ら
、

何
か
を
伝
え
よ
う
と
接
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
気
持
ち
や
態
度
が
人
の
心
を

和
ら
げ
、
仲
良
く
な
れ
る
下
地
を
つ
く
っ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
お
母
さ
ん
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
を
習
っ
て
い
る
家
族
も
い
ま

す
。
少
し
で
も
言
葉
を
覚
え
、
交
流
を
深

め
る
中
で
、
子
ど
も
同
士
の
関
係
を
豊
か

に
し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
で
し
た
。「
同

じ
」
保
護
者
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
、

考
え
た
末
の
行
動
で
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
お
母
さ
ん
は
、
日
本
で
の
生
活
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
話

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
生
活
で
使
う
簡
単

な
日
常
会
話
に
は
、
不
便
は
な
い
の
で
す

が
、
漢
字
に
な
る
と
ど
う
し
て
も
避
け
て

し
ま
う
気
持
ち
が
働
く
の
だ
そ
う
で
す
。

他
県
で
は
、
日
本
語
が
十
分
に
話
せ
な

い
こ
と
や
学
校
で
渡
さ
れ
る
文
書
の
内
容

が
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
、「
私
の
お
母
さ

ん
は
い
な
い
と
同
じ
」
と
話
す
子
ど
も
の

例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
外
国
人
の
保

護
者
の
た
め
に
、
少
し
の
文
章
で
も
母
国

語
で
伝
え
る
学
校
の
取
り
組
み
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
倉
吉
で
も
、
子
ど
も
の
教

育
を
保
障
す
る
上
で
、
今
後
取
り
組
む
必

要
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

一
月
の
第
四
回
「
人
権
の
た
め
に
学
ぶ

同
和
教
育
講
座
」
で
大
阪
と
よ
な
か
国
際

交
流
協
会
の
榎
井
縁
さ
ん
は
、
外
国
に
ル

ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
に
と
っ
て
今
必
要
な

の
は
、「
同
じ
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど
も
や
大

人
達
と
出
会
え
る
場
」「
同
じ
体
験
を
し
て

き
た
先
輩
達
と
出
会
え
る
場
」「
安
心
し
て

自
分
の
事
が
話
せ
る
場
」
だ
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
大
人
に
も

こ
の
よ
う
な
場
が
必
要
で
す
。
多
文
化
共

生
の
時
代
に
、「
同
じ
」
市
民
と
し
て
こ
の

よ
う
な
場
を
し
っ
か
り
つ
く
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
部
落
解
放
・
人
権
啓
発
資
料
作
成
委
員
会
三
谷
）

「
言
葉
が
通
じ
な
い
」「
相
手
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」「
取

っ
付
き
に
く
い
」
と
い
っ
た
こ
と
で
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
人
た

ち
を
避
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

622部落解放

シリーズ
人 権 尊 重 都 市 宣 言 の ま ち 倉 吉

差別のない明るい社会へ

外
国
人
も
「
同
じ
」
市
民
・
保
護
者
で
す

©谷口ジロー『遙かな町へ』小学館

今
な
ら
変
え
ら
れ
る

倉
吉
市
長
　
長
谷
川
稔

加藤伸一後援会寄付
子どもたちの夢を育てて

2月8日（火）、昨年現役を引退された加藤
伸一選手（元大阪近鉄バファローズ）の後
援会から、事務局長の杉本豊和さんと理事
の幸本久さん2人が、倉吉市役所を訪れ、倉
吉野球振興協議会（会長桑本圭二さん）へ、
後援会の解散にともなう余剰金を、子ども
たちのために使ってもらおうと、寄付され
ました。
倉吉野球振興協議会は、平成13年から毎

年、市内スポーツ少年団を対象に、加藤伸
一少年野球教室を開催しています。

左から桑本さん、市長、杉本さん、幸本さん
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《
倉
吉
博
物
館
》

■
第
28
回
創
作
文
華
展
17
〜
21
日
　
■
新

協
美
術
会
鳥
取
・
倉
吉
写
真
部
展
23
〜
27
日

■
鳥
取
短
期
大
学
絣
研
究
室
修
了
作
品
展

30
・
31
日
　

《
百
花
堂
》

■
閑
谷
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
せ
と
備
前
焼
作
品

展
５
〜
11
日
　
■
中
川
端
月
水
墨
画
展
13
〜

19
日
　
■
砂
丘
社
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
展
21
〜

27
日
　
■
鳥
越
祥
子
油
彩
画
展
29
〜
４
月
４

日《
民
藝
画
廊
》

■
渡
辺
法
子
油
彩
画
小
品
展
４
〜
９
日
　

《
市
営
武
道
館
》

■
鳥
取
県
少
年
柔
道
選
手
権
大
会
13
日
　

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》

■
小
学
生
サ
ッ
カ
ー
新
人
戦
中
部
地
区
予
選

大
会
４
・
５
日
　
■
鳥
取
県
10
人
制
ラ
グ
ビ

ー
大
会
13
日

《
倉
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
》

■
倉
吉
市
卓
球
協
会
主
催
ベ
テ
ラ
ン
卓
球
大

会
20
日

（これは2月16
日現在のもの
で、一部変更
になる場合が
あります）

展
覧
会
・
展
示
会

ス
ポ
ー
ツ

倉吉パークスクエア
3月の催物情報

将来の保育士を目指す、県立保育専
門学院の学生たちが、日ごろ学んだ保
育技術を活かし、自分達の企画をステ
ージ上にて所狭しと、表現します。
子どもの心や子育ての危機が、日々さ
まざまな事件に現れてきている今日、
ひたむきに夢や希望をめざす学生たち
の姿は、きっと忘れていた感動を呼び
起こしてくれるはずです。ぜひお越しください。
と　き：3月12日（土）午前10時～正午（開場午前9時30分）
ところ：倉吉未来中心 大ホール 入場無料
[内　容]ブラックシアター、はりこ劇、オペレッタ、合唱 等
※問い合わせ先：鳥取県立保育専門学院（022-1042）

倉吉未来中心 大ホール

ふれあい広場

●折紙教室
「梨の花」
作成　
とき：2日

（水）、10時～正午　
●赤瓦骨董市　とき：12日
（土）･13日（日）、9時～17時
ところ：赤瓦フリースペース
※問い合わせ先：赤瓦

（023-6666）

3月赤瓦は

楽しいイベントが
いっぱい

人形浄瑠璃　文楽
5日（土）昼の部　午後2時～4時30分（開場午後1
時30分） 夜の部 午後6時～8時20分（開場午後5
時30分）入場料：全席指定 一般3,500円(3,000円)、
学生1,000円(700円)、昼夜通し券6,000円(5,000
円)、道行セット【男女ペア】6,000円(5,000円)
※( )内は財団友の会会員、団体(5名以上)料金。ただ
し、道行セットは団体割引なし。
ﾌﾟﾚｲｶﾞｲﾄﾞ：倉吉未来中心、パープルタウン
※問い合わせ先：倉吉未来中心（023-5391）
明治大学マンドリン倶楽部コンサート
21日（月）午後6時～8時30分（開場午後5時30分)
入場料：全席自由 一般2,000円、高校生以下1,500円
ﾌﾟﾚｲｶﾞｲﾄﾞ：倉吉未来中心、パープルタウン、トミヤ
楽器店、はとや楽器　
※問い合わせ先：明治大学マンドリン倶楽部コンサート

実行委員会（023-5905）
第27回倉東フィルハーモニー管弦楽団 グリーンコンサート
26日（土）午後2時～4時（開場午後1時30分）
入場料：全席自由 300円　ﾌﾟﾚｲｶﾞｲﾄﾞ：倉吉交流プ
ラザ、倉吉未来中心、パープルタウン、はとや楽器、
三響レコード　
※問い合わせ先：県立倉吉東高校（022-5205）
第14回倉吉西高等学校音楽部定期演奏会
27日（日）午後2時～4時 （開場午後1時30分）
入場料：無料（要整理券）
※問い合わせ先：県立倉吉西高校（028-1811）

毎月最終日曜日開催 フリーマーケット「くらよし大市」
27日（日）午前9時～12時
※問い合わせ先：くらよし大市運営委員会（0070-6341-4598）

倉吉未来中心 小ホール
鳥取中央育英高等学校音楽部　定期演奏会'05 
29日（火）午後6時～8時（開場午後5時30分)
入場料：全席自由　200円　ﾌﾟﾚｲｶﾞｲﾄﾞ：倉吉未来中
心、はとや楽器、トミヤ楽器店　
※問い合わせ先：鳥取中央育英高校 音楽部（037-3211）

保専フェスティバル2005
「笑顔キラキラ こころポカポカ 夢の世界へいらっしゃいませ」

ドラマリーディング「大極殿（だいごくでん）」
ふるさとの文学を題材としたドラマリーディング第2弾

※問い合わせ先：倉吉未来中心文化事業係（023-5391/447-0255）

全席自由
一般1,000円（800円）[当日1,200円（1,000）]
学生〈小～大学生〉無料[整理券必要]
◎（ ）内は財団友の会、団体（5名以上）料金です。

◎未就学児のご入場はご遠慮ください。

◎友の会、団体割引の取り扱いは倉吉未来中心へ

◎託児サービス（無料・要予約）

申込締切：3月5日（土）

ﾌﾟﾚｲｶﾞｲﾄﾞ：倉吉未来中心、パープルタウンほか
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3月12日（土）
午後6時30分開演

13日（日）
午後2時開演

(開場は開演の30分前)

倉吉未来中心
小ホール

Information 「ふるさと再発見ひいなウォーク」にご参加を 市街地（住吉神社～大原廃寺～大御堂廃寺～大岳
院）の散策を通して“くらよし”を再発見してみませんか。総距離約8.5キロの健康ウォークです。
とき：4月2日（土）午前10時～午後3時（集合午前9時30分） 集合場所：倉吉博物館前　
参加料：無料（弁当、豚汁無料配布）申込締切：3月23日（水）
※申込・問い合わせ先：倉吉ライオンズクラブ（022-5383／422-5520）




